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	理学療法士から学ぶ  小さく生まれた赤ちゃんの発達を促す関わり方 　　　　　～助産師が産後ケアなどで出来ること～
	　地域で働く助産師は、赤ちゃん訪問や母乳相談に加え、産後ケアなどを通して継続的に母子と関わる機会が増えています。　早産児や低出生体重児など、 小さく生まれた赤ちゃんの発育発達の特性や日常生活での関わり方を理解することは、母親や家族の不安に寄り添い、子育てを支えるうえで大切です。 　本研修では、理学療法士から小さく産まれた赤ちゃんの発達を促す視点や、具体的な支援の工夫を学び、助産師として母子にどのような関わりができるのかを考えます。
	日時
	2026年7月11日（土）13:30～16:30
	（受付13:15～）


	場所
	石川県地場産業振興センター新館5階 第13研修室  （金沢市鞍月2丁目１）

	講師
	方式
	理学療法士　 守山　知子氏 石川県立中央病院医療技術部リハビリテーション室　
	対面とオンラインのハイブリッド研修会 　

	内容
	　産後ケアなど、助産師が関わる事のできる場面での 　低出生体重児への視点と発達を促す関り方
	会員1000円　県外会員2000円　 非会員3000円　 学生500円


	参加費
	申込み
	日本助産師会マイページの研修会・セミナーからお申込みください。 非会員の方も非会員用フォームより、お申込みできます。 ＊申し込み期間：6月6日（土）～6月20日（土）　　
	お問い合せ：一般社団法人 石川県助産師会



